



Awareness and attitudes of caregivers regarding childcare and 





たところ，6 因子を抽出した。すなわち，第 1 因子「実習指導体制の整備への期待」，第
２因子「実習事後における養成校との連携の必要性」，第3因子「実習生を育てる意義と
















1 日時点での全国の保育所等数は，平成 30 年の




内の認可保育所数は，平成 31 年 4 月の時点で，
前年同時点より255か所増加して，3,066か所で















　平成 29 年の保育所保育指針の改定（平成 30





















































































































































































質問項目 第 1 因子 第２因子 第３因子 第４因子 第５因子 第 6 因子
Q53. 実習指導担当者と実習生の関係を支援するスーパーバイザー
的な立場の人が必要である .709 –.136 .069 –.092 .194 –.152
Q51. 実指導担当者へのケア体制が必要である .681 –.169 .189 .028 .076 .261
Q26. 実習指導にあたる職員を選考する標準的な基準があるとよい .603 .202 .011 .163 –.072 .029
Q52. 実習生指導担当者は仕事が増えるだけでなく，心理的な負担もある .601 –.125 –.205 .159 .001 .053
Q54. 保育内容について指導したいが，現状は日誌・指導案の添削
に終始してしまうことが多い .573 –.079 –.152 .105 –.125 –.155
Q25. 実習生指導に一定の質を確保するためにも，指導内容を標準
化したマニュアルや研修があるとよい .519 .176 –.151 –.141 .100 –.201
Q27. 養成校と評価のポイントについて話し合っておくことが，充
実した指導につながる .466 .141 –.041 –.036 .144 .242
Q49. 実習指導者と実習生の人間関係がうまくいかないときには，担
当者の変更を考えた方がよい .375 .139 .250 –.085 –.049 .120
Q14. 実習後に，養成校から保育実習指導内容についての評価があっ
てもよい –.016 .780 .049 –.141 –.008 –.063
Q16. 実習後の学生の自己評価について，養成校から知らせてほしい .006 .607 .003 –.025 –.208 .015
Q15. 養成校から事後指導の内容について伝えてもらえれば実習指
導の振り返りに使える –.112 .599 .118 .094 –.025 .283
Q 7. 養成校と対話の時間が取れないことが，実習への認識のずれを生む .115 .508 –.018 .090 .049 .157
Q 8. 実習施設が自ら養成校とつながりをつくろうとする必要がある –.032 .442 .205 .036 .208 .052
Q30. 養成校の教員と一緒に学ぶ場がほしい .135 .309 .198 –.134 .019 .167
Q42. 実習生を受け入れている期間は，仕事が増えて負担に感じる –.218 –.205 .745 –.109 .031 .262
Q 5. 実習生に対して一緒に働く同僚のひとりであるという意識を
持つことは大切だ .055 .067 .642 –.017 –.135 –.113
Q41. 実習生の指導に，多大な労力を取られると感じることがある –.265 .034 .580 –.051 .115 .157
Q17. 数値による評価では， 実習生を的確に評価できていないように感じる .337 .106 .544 .148 –.342 .082
Q18. 日誌の様式は，必ずしも時系列型ではなくてもよいと思う –.083 .222 .534 .184 .065 .073
Q43. 実習生を育成することにやりがいを感じる .070 .029 .419 –.185 .067 –.183
Q35. 訪問指導教員は，必ずしも実習指導の専門教員でなくてもよい .128 –.001 .355 .264 .308 –.335
Q36. 配慮の必要な実習生の訪問指導には，実習指導が専門の教員
に来てもらいたい –.326 –.124 .350 .063 .018 –.212
Q57. 養成校の指導のもとで実習生の作成した指導案が，子どもた
ちの状況や保育内容と合致しないことがある .049 .117 –.073 .629 –.018 –.026
Q46. 実習期間内だけでは，実習生の適性を判断できないと思う .108 –.030 .125 .594 –.021 .225
Q45. 実習生の適性に関する発言は控えた方がよい –.057 .020 .061 .588 .087 .073
Q58. 近隣の養成校との関係性を保つためにも，実習生の受け入れ
は仕方ない –.123 –.042 –.279 .479 –.022 .158
Q56. 多忙すぎて実習生と落ち着いて接することができない .265 –.121 –.071 .470 .061 .101
Q31. 訪問指導は，実習生の姿を共有するという保育現場と養成校
の重要な協議の機会である –.332 –.102 –.083 .392 .019 –.236
Q32. 訪問指導があったことで，実習生が良い方向に変わったと感
じたことがある .021 –.067 –.024 .043 .737 .031
Q33. 訪問指導教員は養成校との連携の意味で重要な役割を担ってる .212 –.166 –.149 –.004 .544 .212
Q22. 実習生の指導について学ぶ場が必要がある –.048 .286 –.014 .012 .426 –.177
Q23. 実習生指導の悩みを他の園の保育者と共有する場があるとよい .277 .083 .114 .035 .382 –.017
Q11. 実習指導計画作成のときに，養成校と打ち合わせをする方が
充実した実習を提供できる –.099 .494 –.024 .119 .045 .497
Q10. 実習前に養成校と実習の目標や指導方法について打ち合わせ
がある方が指導しやすい –.045 .406 –.351 –.032 .124 .494
Q47. 実習計画に急な変更が生じたときには，その理由を説明する
必要がある .023 .098 .118 .216 –.013 .438
因子負荷量 17.979 11.427 7.756 5.625 4.746 4.214
 累積寄与率 17.979 29.406 37.162 42.787 47.533 51.747
α係数 .798 .775 .675 .520 .638 .604
因子間相関　第１因子：実習指導体制の整備への期待　　　　　　　　 ―
　　　　　　第２因子：実習事後における養成校との連携の必要性 .265 ―
　　　　　　第３因子：実習生を育てる意義と負担感 .058 .265 ―
　　　　　　第４因子：実習指導体制と実態の乖離 .115 –.268 –.11 ―
　　　　　　第５因子：訪問指導の活用と実習指導者研修への期待 .283 .475 .293 –.262 ―





















































































































































































まとめ（平成 31 年 4 月 1 日）」
. https://www.mhlw.go.jp/content/11907000/.












hoiku-hoiksyo.html（2019 年 12 月 1 日現在）
東京都「都内の保育サービスの状況について」
. http://www.metro.tokyo.jp/tosei/hodohappyo/
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individualistic.nature.of.training. instruction..This.finding. indicates. individuals.without.
training. instruction.experience.had.an. increased.sense.of.burden.due.to.a. lack.of.
knowledge.regarding.the.specific.content.of.training.instruction..Consequently,.they.felt.
the.need.for.a.practice.instruction.manual.and.workshops.
Key word:..childcare.and.education.training，awareness.and.attitudes.of.child　caregivers,.
instructions.for.child.care.and.education.training
